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Ｃ
Ｅ
Ｌ
が
注
目
す
る
、

こ
れ
か
ら
の

食
を
考
え
る
た
め
の

６
つ
の
視
点

充実した食生活は豊かなライ
フスタイルを可能にする。特に日
本人の食に対する関心は高く、
日常の話題、SNS、旅行などで
も食の話題を取り上げることが

街に出れば和食、中華、フレン
チにイタリアンはすぐに見つか
る。エスニック料理や無国籍料
理も珍しくない。日本の食の多
様性はレベルが高い。スーパー
マーケットでもさまざまな食材、
惣菜が並び、冷凍食品のバラ
エティはこれだけで暮らせるの
ではないかと思うほどだ。一方
で、食卓に載せられる料理の
品数や種類は減少傾向にあ
り、多種多様な調理法やそれ
ぞれの家庭ならではの伝承食
も衰退傾向にある。無理のない
形で食の多様性を維持してい
くためには、豊かになるものと衰
えゆくものを見極め、意識して
護っていくべきなのではないだ
ろうか。

食の
シーン

2
point

keyword

食の
多様性

品数
味
調理法
地域性
文化

　
日
本
の
食
は
他
国
に
類
を
見

な
い
多
様
性
を
持
っ
て
い
る
。

地
域
ご
と
の
食
文
化
は
非
常
に

個
性
的
で
あ
り
、
20
年
ほ
ど
前

ま
で
は
家
庭
に
お
い
て
も
和
食

の
み
な
ら
ず
、
各
国
の
さ
ま
ざ

ま
な
料
理
を
取
り
入
れ
、
豊
か

さ
を
誇
っ
て
い
た
。

　
し
か
し
、
社
会
・
生
活
・
経

済
の
変
化
、
例
え
ば
調
理
の
外

部
化
、
個
食
（
孤
食
）
の
増
加
、

食
情
報
の
氾
濫
な
ど
に
伴
い
、

家
庭
の
食
の
各
機
能
に
影
響
が

及
ん
で
い
る
。
便
利
に
は
な
っ

た
も
の
の
多
様
性
が
損
な
わ
れ

つ
つ
あ
り
、
食
卓
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
も
変

無理のない形で、
レベルの高い

日本の食の多様性を
維持するために

point

keyword

共食
個食／孤食
場
シチュエーション

3
食は「生活の基本」。リアルな
食の場面では団らん、コミュニ
ケーションがあり、そこには楽し
さや教育（食育）的要素も含ま
れている。一方、高齢独居で孤
食を余儀なくされたり、家族で
あっても時間が合わずバラバラ
に食事をしたりする場面も増え
ている。あえて一人飯を選択す
ることもある。時代に応じて食
事の風景が変わっていくことは
避けられないが、どんな形で
あってもウェルビーイング（よい
生き方）が実感できる。そんな
食のシーンを実現したい。

時代とともに
変わりつつも、
ウェルビーイングを
実現できる
食事の風景

い
ま
、日
本
の
食
は
急
速
な
変
化
を
遂
げ
つつ
あ
る
。家

庭
食
の
多
様
性
に
は
陰
り
が
見
え
、食
技
術
の
進
歩
に

よ
る
便
利
さ
、健
康
と
栄
養
に
関
す
る
情
報
、食
卓
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
の
変
化
な
ど
が
、現
代
的
な
話
題
と

し
て
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。ま
ず
は
、こ
こ
に
挙
げ
る
6

つ
の
視
点
か
ら
、日
本
の
食
が
抱
え
る
、い
ま
と
未
来
の

「
あ
た
り
ま
え
」の
姿
を
考
え
て
み
よ
う
。

多い。グルメなるものも、食通と
いわれるような本格的なレベル
から、B級グルメ、ご当地グルメ
といったまちおこしに利用され
るものまでさまざまである。反
面、情報に踊らされるリスクも高
く、○○ダイエットや△△健康
法など一時的なブームは尽きる
ことがない。食リテラシーを高
め、健全な食ライフスタイルを愉
しむ力を培いたい。

食に対する
リテラシーを高め、
健全な食を
愉しむ力を培う

point

keyword

食の
楽しみ

グルメ
非日常
情報消費
フードファディズム

1

Special
Feature

The
Future

of
Foods

Part

1

化
し
て
い
る
。
健
康
や
楽
し
み

と
の
関
係
が
注
目
さ
れ
る
一
方

で
、
資
源
枯
渇
や
食
糧
危
機
へ

の
関
心
も
高
ま
っ
て
い
る
。

　
そ
れ
ら
の
変
化
の
結
果
と
し

て
、
日
本
の
食
は
ど
の
よ
う
な

姿
が
一
般
的

≒

当
た
り
前
に
な

っ
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ

の
よ
う
な
問
題
意
識
を
も
と
に

Ｃ
Ｅ
Ｌ
が
注
目
す
る
視
点
を
い

く
つ
か
に
ま
と
め
た
。
す
な
わ

ち
「
食
の
楽
し
み
」「
食
の
多

様
性
」「
食
の
シ
ー
ン
」「
食
の

効
率
化
」「
食
で
つ
な
が
る
社

会
」「
食
で
実
現
す
る
健
康
」

の
６
つ
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
は
積
極
的
に
評
価
で

き
る
面
と
懸
念
さ
れ
る
面
、
両

方
を
持
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
明
日
の
食
の
「
あ
た
り
ま

え
」
が
ど
う
な
る
か
は
、
こ
れ

ら
の
よ
い
側
面
が
よ
り
い
っ
そ

う
充
実
す
る
の
か
、
む
し
ろ
懸

念
材
料
が
深
刻
化
す
る
の
か
に

大
き
く
左
右
さ
れ
る
。
そ
こ
で

本
パ
ー
ト
で
は
各
視
点
の
持
つ

意
味
と
、Ｃ
Ｅ
Ｌ
の
考
え
る
望

ま
し
い
方
向
性
を
最
初
に
整

理
・
提
案
す
る
。
そ
の
う
え
で
、

次
パ
ー
ト
か
ら
は
い
く
つ
か
の

ポ
イ
ン
ト
に
焦
点
を
当
て
、
論

文
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
鼎
談
な

ど
を
通
し
て
よ
り
深
く
考
え
て

い
き
た
い
。
そ
れ
が
最
終
的
に

明
日
の
食
の
「
あ
た
り
ま
え
」

を
展
望
す
る
結
果
に
な
る
の
だ

と
考
え
て
い
る
。
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人が食に期待すればするほど
必要な手間も増える。当然、そ
の効率化に対するニーズも大
きい。企業の徹底した顧客志
向やマーケティングの恩恵を受
け、調理に要する時間や工程
が節約でき、外部化も進んでい
る。経験を通じた技術が不要
なほど本格的な料理ができるよ
うになるなど調理技術の革新
は目覚ましい。一方で、手間暇
をかけた家庭の味が衰退し、
料理も含めゆったりした食を楽
しむ余裕がなくなってもいる。味
覚に対する嗜好の均一化も懸
念される。環境に応じた、効率
とスロー（ライフ）のよいバランス
とは何かを常に「意識」し考え
つづけていこう。

point

keyword

食の
効率化

簡便化
外部化
技術革新

食経済市場がグローバル化
し、多様で豊かな食材や料理
が身近になった。結果として食
生活も豊かになった。同時にそ
の食材の背景にある途上国の
産業構造や貧困の問題も意識
せざるを得なくなった。日本では
飽食と大量廃棄が日常化して
いるが、飢餓で苦しむ人が世
界では10億人いるともいわれ
る。人口の急増と経済発展は
需給のバランスを崩し、食資源
の枯渇が懸念される状況にあ
る。絶滅が危惧される生物も増
えている。エコロジカルフットプリ
ント、フェアトレードなどを意識し
た、食に関する生活者の社会
的責任の確立が求められてい
る。

point

keyword

食で
つながる
社会

飽食
廃棄
貧困
資源枯渇

今後の日本の課題として成熟
社会の実現があるとすれば、
食はひとつの重要なファクター
であることは間違いない。健康
寿命の重要性が認識され、予
防医療のための栄養バランス
に関する知識も豊富になって
いる。しかし、無理な痩身願望
が拒食を促したり、輸入食材の
安全性に関する問題が明らか
になったり、懸念も多い。今後、
トレーサビリティ（追跡可能性）
の徹底や品質保証ラベル制度
の高度化などで対応するととも
に、心の健康にも配慮した“ウェ
ルネス社会における食の役割”
を理解していくことが必要であ
る。

point

keyword

食で
実現する
健康

安全・安心
栄養
ウェルネス

4

5

6
技術に頼りつつ
環境にも配慮した、
“効率とスローの
ベストバランス”

世界に広く
目を向けた、

生活者の食に関する
社会的責任の確立

成熟社会の
実現に向けて、
食の役割に対する
理解を深める




